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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、Integrated careの視点をもった医療と介護の切れ目のない実践を
明らかにすることであった。コロナ禍により、高齢者への介入プログラムは難しかったが、まず、「認知症―よ
りそう家族の経験と工夫」著書を執筆し、出版した。次に家族介護者より介護支援専門員は、知識に関するリテ
ラシーが高いことから、支援の役割が大きいことを発表した。看護師やCMに対してパーソン・センタード・ケア
の理解と実践について、研修と調査を行った。パーソン・センタード・ケアへの実践力は、研修受講と事例検討
会参加することが有意に関連していた。また研修を受講することによって実践力があがったことを報告した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to identify seamless medical and nursing care 
practices with an Integrated Care perspective.Due to the coronary disaster, intervention programs 
for the elderly were difficult.First, we wrote and published a book, "Dementia: Experiences and 
Innovations of Families who Care for the Elderly". Second, I presented that care support specialists
 have a greater role to play in the community in providing support because they have a higher 
literacy in knowledge than family caregivers.From there, we conducted training and research on 
understanding and implementing person-centered care practices for nurses and CMs.The ability to 
practice person-centered care was significantly related to attending training and participating in 
case study meetings. The study also reported that attending the training increased the ability to 
practice.

研究分野：在宅看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地域包括ケアシステムの中で、介護支援専門員は業務を広く捉えており、対象に寄り添っており、Community 
based  careはかなり住民に浸透してきていた。認知症は多様な症状や行動があることから、悪化防止や対応方
法まで包含することは難しく、医療との連携が重要であると考えた。そこで地域包括ケアシステムの中で介護と
医療を統合していくために、Integrated　careの規範として、パーソン・センタード・ケアが重要であると考え
た。認知症の本人や家族介護者が1人の人として尊重されるために、規範をもった研修や事例検討会などによっ
て広く発信することが重要であると考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 

１．研究開始当初の背景 

日本では2015年に地域包括ケアシステム（Community based integrated care）が始まり、認

知症対策として新オレンジプランが策定された。日本の認知症対策は、Community based care

とともにIntegrated careの視点をもった支援でしか乗り切れないといわれている1)。

Integrated careとは、ヘルスシステムデザインのひとつであり、医療と介護の切れ目のない統

合ケアを迅速かつ円滑に受けられることを指すといわれている2)3)。 

欧米では、介護者及び家族は価値を重んじられ、意向が尊重される対策が取られ認知症本人

と介護者がケア計画を自分たちで管理できるように法制化されている。認知症の人と家族が、

認知症について全体像を「見える化」によりイメージすることと、価値を尊重され、尊厳と生

活の質の権利が担保されることが重要であると考えた。そのことが多機関・多職種とのつなが

り、地域包括ケアシステムのIntegreted careの考え方に近づくのではないかと考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、Integrated care の視点をもった医療と介護の切れ目のない支援を実践して

いくために、家族介護者支援プログラムを実施、効果検証することであった。2020 年始まった

コロナ禍により、高齢者への介入プログラム実施は難しかったが、下記 1)～3)を実施したので

報告する。 

1)認知症の人の家族介護者向けに全体像が見える著書を執筆出版し、教材として活用する。

2)認知症の人の家族介護者と身近で支援している介護支援専門員（以下、「CM」とする）と 

のヘルスリテラシーの違いを明らかにすることを目的とした。認知症本人、家族介護者との介 

入等によって、が医療と介護の切れ目のない統合ケアを実施していくためには、それぞれの職種

の「規範」の統合が重要であると考えた。そこで認知症の人と家族に対する「パーソン・センタ

ード・ケア（以下、「PCC」）」でのアプローチを広めていくことが必要ではないかと考えた。 

3)認知症の人と家族支援者の価値観を尊重するために、病棟看護師、訪問看護師、介護支援専

門員を対象としたPCCに関する研修」を開催し、実態とともに介入効果を明らかにすることを目

的として研究を行った。 

 

３．研究の方法 

1)著書（テキスト） 2022 年 4 月「認知症―よりそう家族の経験と工夫」の出版 

認知症の人の病期全体像が家族介護者に見えるように工夫した著書を執筆した。 

2)認知症の人の家族介護者の情報ニーズとヘルスリテラシーに関する調査―家族介護者と CM の  

比較ー    

対象は、家族介護者と CM である。CM に 2020 年 1 月～3月に研修会および郵送で配布し、A 

 市 CM に依頼した調査数は 279 人のうち 125 人からの返却（回収率 56.9％）、家族介護者は 139 

 人中 55 人から返却（回収率 41.0％）があり、データのそろった 52 人を対象とした。いずれ 

も自記式無記名の郵送方式であった。内容は、情報ニーズと HLS であり、HLS は、Suka らによ 

って開発されたヘルスリテラシー尺度を改編して用いた。倫理的配慮は、福岡大学医の倫理委 

員会の承認を得て実施した。 

3)支援者における「PCC に関する研修」の開催時実態と介入効果 

令和 4年 12 月から 2月まで、現在働いている病棟看護師 700 人、訪問看護師 380 人、CM401

人に認知症高齢者に対する PCC の 理解と実践に関するアンケートと PCC 研修会をテキストを



用いて、オンラインで介入研究を行った。郵送方式でリクルートし、同時にアンケート調査を

行った。また参加した病棟看護師には研修後のアンケート調査も行った。倫理的配慮は、福岡

大学医の倫理委員会の承認を得て実施した。 

 

4．研究の成果 

1)「認知症―よりそう家族の経験と工夫」を学術研究出版社より出版 4) 

800 冊増刷し、家族支援プログラム参加者、認知症の人と家族の会会員、福岡市民生委員、

社会福祉協議会校区委員、③に参加した病棟看護師、訪問看護師、CM に配布して評価を得た。

評価の一部として家族介護者から、「家族の声や体験を知るエピソードが多く改めて日頃のか

かわり方について考える良い機会になった」。支援者から「家族の抱える葛藤や受容の難しさ

を感じることができた。患者さんの声が大変貴重だった」「多くの方に読んでいただきたい」

「想像以上に毎日の生活に工夫されているのだと実感した」肯定的な評価を得ることができ

た。 

2)認知症の人の家族介護者の情報ニーズとヘルスリテラシーに関する調査―家族介護者と CM の

比較ー5)    

A 市 CM に依頼した調査数は 279 人であり、125 人からの返却（回収率 56.9％）、家族介護 

 者は 139 人中 55 人から返却（回収率 41.0％）があり、データのそろった 52 人を対象とした。 

 情報ニーズでは「認知症の悪化防止」の項目で家族介護者が 23 人(44.2%)、CM が 31 人(24.8%) 

であった(P=0.05)。HLS では、情報の意味を理解し、応用できる相互作用的リテラシーは、家 

族介護者平均 0.92 点、CM平均 3.44 点(P＝0.002)と CM が高く、情報を客観的に吟味し、自分 

の力に変えていく批判的リテラシーは、家族介護者平均 9.0 点、CM 平均 11.3 点(P＝0.000)と 

CM が高かった。家族介護者より CM ははるかに知識に関するリテラシーが高く、影響は大きい 

と思われ、CM の役割が大きいことを発表した。 

認知症の人を介護するにあたり、情報の取得先は介護支援専門員であり、困った時の相談先

も介護支援専門員が多かった。介護に関する情報ニーズは、「認知症の悪化防止の対策」28人

（68.3%)、「本人への家族の対処方法」27 人(65.9%)と多くが認知症本人に関することであっ

た。介護保険法下での介護支援専門員の業務は、要介護者等からの相談に応じ、要介護者等が

自立した日常生活を営むのに必要な援助の一貫として、サービスとの連携調整等を行う者と

されている。要介護者が住み慣れた地域で生活を継続していくためには、地域で活動している

介護支援専門員が携わることによる影響が大きいと考えた。 

介護支援専門員が自身の業務を広く捉えており、寄り添おうとする努力であることが考え

られた。しかし、日々症状や行動が変わっていく認知症は、介護支援専門員が悪化防止の方

法や対処方法まで期待され、包含することは難しく、医療との連携が重要になってくると考

えた。 

3)支援者への「PCC に関する研修」の開催時実態と介入効果 

(1)支援者における「PCC に関する研修」の実態調査 6) 

認知症調査票回収は、病棟看護師 37 人、訪問看護師 21 人、CM35 人の 93 人であった。男性

8 人女性 85 人、40 代以上が 75%、勤務年数平均 13.8±1.1 年であった。50 歳以上 CM32 人

(89.5%)に対し、訪問看護師は 19人(90.5%)と変わらないものの、病棟看護師では 20人（54.0%）

と少なかった(P<0.002)。認知症の研修を受講有りでは、病棟看護師 37 人(100%)、CM32 人

(91.4%)、訪問看護師 17 人(81.0%)であった。職場で事例検討会が有りでは、病棟看護師 28 人

(75.7%)、CM14 人(40.0%)、訪問看護師 6 人(28.6%)であった（P<0.001）。3 職種間で知識尺



度、PCC 看護実践自己効力感の違いをみたが、いずれも有意な差はみられなかった。さらに PCC

看護実践自己効力感を従属変数とした解析を行った。職種別、年齢別、性別、経験年数別、介

護経験有無では有意な差はみられなかったが、認知症研修会受講有無と事例検討会有無で有

意な差がみられた。認知症研修受講有り群は、「療養中のケア全体」が 3.9±0.94点（P=0.002）、

「療養や生活の変化による混乱を緩和する」が 3.8±1.03 点（P=0.008）、「認知機能・身体機

能障害の悪化を予防する」で 3.7±0.98 点（P<0.001）であり、認知症研修受講無し群と比較

して有意に高かった。次に事例検討会有り群は、「療養中のケア全体」が 41.0±1.01 点

（P=0.027）、「認知機能・身体機能障害の悪化を予防する」で 3.4±0.70 点（P<0.001）、「認知

機能昨日障害を持つ高齢者の家族に対するケア」で 4.0±1.04 点（P=0.006）、「本人の視点を

重視したケア」で 4.2±1.06 点（P<0.000）であり、事例検討会無し群と比較して有意に高か

った。 

認知症の支援者側による PCC については、認知症研修を受講することや事例検討会をする

ことによってより理解が深まり、実践へとつながると考えられた。 

(2)病棟看護師への「PCC に関する研修」への介入効果 7) 

Ａ県の急性期病院の病棟看護師を対象に、PCC に関する 3回の研修を実施し、研修前後に 

 看護実践力、認知症の人に対する態度、認知症機能障害高齢者に対する看護実践自己効力感、 

 認知症に関する知識を比較した。研修参加者は 17 名（年齢は 32±9 歳、女性 100％）。研修前 

に比べて研修後は、看護実践力は有意に高くなり（ｐ＝0.044）、認知症の人に対する態度は否 

定的態度が有意に低下していた（ｐ＝0.042）。しかし、看護実践自己効力感と認知症に関する 

知識は研修前後で有意差はなかった。オンライン研修は認知症ケア向上に寄与することが示 

唆されたが、効果は限定的であった。今後も認知症高齢者ケア向上のための研修を含めた対策 

が必要と思われる。PCC に関する研修への感想では、「今回の 研修が自身の日頃の姿勢を点検 

しメンテナンスが常に必要と思った」「認知症患者の安全安心な療養や人を尊重するという態 

度を見直すきっかけとなった」など 評価を得ることができた。 

 

以上 1)～3)の研究により、認知症の本人、家族介護者、そして病棟看護師、訪問看護師、CM

等の支援者への調査、介入研究を通して、地域包括ケアシステムの中で、保健と福祉に関する

Community –based  care はかなり住民に浸透してきていた。日々症状や行動が変わっていく認

知症では、悪化防止の対処方法までにとどまらず、その人らしく尊重された援助を受けるために

は、医療と介護の連携は不可欠である。integrated  care は今後ますます重要であり、そのた

めには基盤として PCC を実施することによって「その人らしさ」を維持、尊重していくことがで

きるのではないかと考えた。今後、認知症の人や家族介護者はもちろん、保健医療福祉職やそし

て地域の一般住民にも向けて発信していたい。 
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